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な情報が必要である。2011 年 3 月に起きた東北地方太平洋沖地震では、普段は定常滑り域である海溝
軸付近に大きな滑りが生じたことがわかっている上[例えば Ide	 et	 al.,	 2011]、最近の南海トラフの









	 本講演では、昭和南海地震（1946 年）震源域である四国沖~紀伊半島沖の平成 21~22 年度の構造
調査結果について述べる。平成 21 年 10 月(KR09-14 航海)、および平成 22 年 10~11 月（KR10-11 航海）、
（独）海洋研究開発機構の海洋調査船「かいれい」によって短周期海底地震計各々約 200 台と大容量
チューンドエアガン（7800cu.	 in.）を用いた屈折法・広角反射法探査（トラフ直交測線 140~225km
を 8 本、平行測線約 150km を 5 本)を実施した。紀伊半島では陸上観測と発破を用いた海陸統合調査も
実施した。海底地震計設置期間中に自然地震観測も実施した。なお、本調査の一部は文部科学省から
の受託研究「東海・東南海・南海地震の連動性評価のための	 調査観測・研究」の個別研究テーマ「南
海トラフ域海域地震探査・地震観測」（平成 20 年度から受託）の一環として実施した。	 
	 一部の調査測線の解析の結果、足摺岬沖から日向灘に向かって約 6km/s の古い付加体を示す岩体
の分布が海側に張り出していること、また一部の四国沖トラフ平行測線の構造モデルについては、室
戸岬沖付近で付加堆積物が極端に薄いことなど、トラフ平行方向に構造変化があることがわかり、破
壊様式の違いに関係する構造と考えられる。また、トラフ直交測線延長上の Hi-net 陸上観測点のデー
タを加えた海陸統合解析を実施し、四国下の深部低周波地震現象が起きている深部構造イメージの把
握を目指している。深部低周波地震現象はこれまで、主に、島弧側の地殻最下面（モホ）と沈み込む
プレート上面の接合部付近で起きていると考えられてきたが、横方向に変化があるかもしれない。本
講演では、海陸統合解析の結果も含めて報告する。	 
